
は
じ
め
に

『
茶
会
集
』
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
茶
会
記
で
あ
る
。
１
～
３
前

報
告
で
も
述
べ
た
が
、
そ
の
内
容
の
多
く
は
大
名
家
に
係
わ
り
の
あ
る
茶
会
の
記

録
で
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
の
茶
会
の
記
録
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
回
は
１
前
報
告
に
掲
載
し
た
表
１
「『
茶
会
集
』
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
」
の
中

か
ら
茶
会
10
～
14
に
つ
い
て
評
釈
す
る
。
ま
た
、
茶
会
13
と
14
の
間
に
項
目
を
立

て
ず
に
記
録
さ
れ
て
い
る
茶
会
に
つ
い
て
も
評
釈
す
る
。

茶
会
10
の
あ
っ
た
延
宝
二
年
と
茶
会
11
～
13
の
あ
っ
た
延
宝
五
年
は
四
代
将
軍

徳
川
家
綱
（
一
六
四
一
～
八
〇
）
の
御
代
で
あ
る
。
３
前
報
告
で
は
家
綱
が
江
戸

城
内
に
お
い
て
開
い
た
六
回
の
将
軍
手
前
の
茶
会
に
つ
い
て
評
釈
し
た
。
今
回
は

*

い
し
い　

ち
え
み　

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
課
程
家
庭
専
修

更
に
別
の
四
回
の
将
軍
家
綱
手
前
の
茶
会
を
評
釈
す
る
。
将
軍
家
綱
は
生
涯
に

三
十
一
回
の
茶
の
湯
に
係
る
記
録
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
十
二
回
は
家
綱
手
前

の
茶
で
あ
る
こ
と
は
４
前
報
告
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
。
同
様
の
こ
と
は
５
武
田

庸
二
郎
氏
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実

紀
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
公
的
記
録
で
あ
り
、
茶
の
湯
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
記
録
さ
れ
て
い
て
も
詳
細
な
茶
の
湯
の
道
具
立
て
等
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
。『
茶
会
集
』
の
中
に
家
綱
手
前
の
茶
二
十
二
回
の
内
の
十
回
の
詳
細
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
尾
張
家
が
将
軍
家
の
茶
の
湯
に
関
心
を
置
い
て
い
た
こ
と
が

抄
録　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
『
茶
会
集
』
を
前
報
告
に
引
き
続
き
評
釈
す
る
。
今
回
は
徳
川
四
代
将
軍
家
綱
が
延
宝
二
年
と
五
年
に
江
戸
城
中
に
お

い
て
催
し
た
四
回
の
茶
会
と
元
禄
十
三
年
正
月
十
七
日
に
幕
府
御
用
根
付
挽
物
師
と
推
測
さ
れ
て
い
る
池
嶋
立
佐
が
開
い
た
茶
会
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ

れ
は
、
前
報
告
の
「『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
一
）
―
寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―
」
で
示
し
た
表
１
「『
茶
会
集
』
に
記
録
さ
れ
る
茶
会
」
の
10
か
ら
14
ま
で

が
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
回
数
に
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
13
回
目
の
茶
会
の
後
に
元
禄
十
年
八
月
十
二
日
夕
方
の
西
福
寺
で
尾
張
家
国
家
老
・
織
田
貞

幹
が
所
望
し
た
と
推
測
さ
れ
る
茶
会
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
茶
会
集
・
徳
川
家
綱
・
茶
の
湯
・
池
嶋
立
佐
・
織
田
貞
幹

『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
四
）

　
　
　
　
― 

第
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
茶
の
湯
と
尾
張
家
縁
の
人
々
の
茶
の
湯 

―        

石
井　

智
恵
美*

A
n A

nnotation of “C
hak

aishu” (Ⅳ
):

C
hanoyu H

osted by S
hogun Ietsuna and by P

eople
w

ho are involved w
ith the O

w
ari Tokugaw

a fam
ily.                                     C

hiem
i IS

H
II
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分
か
る
と
と
も
に
家
綱
の
茶
の
湯
を
研
究
す
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

茶
会
13
と
14
の
間
に
項
目
を
立
て
ず
に
記
録
さ
れ
て
い
る
茶
会
は
尾
張
家
国
家

老
で
あ
っ
た
織
田
貞さ
だ

幹も
と

に
係
る
茶
会
と
推
測
し
た
。
６
織
田
貞
幹
は
織
田
信
長
の

曾
孫
に
あ
た
る
。
叔
父
の
貞
置
の
養
嫡
子
と
な
り
、
尾
張
大
納
言
光
友
卿
に
仕

え
、
尾
張
家
の
国
家
老
と
な
っ
た
。
織
田
有
楽
の
流
れ
を
く
む
茶
の
湯
を
学
び
、

後
に
自
ら
茶
の
湯
の
流
派
（
貞
置
流
）
を
打
ち
立
て
た
叔
父
・
織
田
貞
置
に
茶
の

湯
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

更
に
、
幕
府
御
用
根
付
挽
物
師
と
推
測
さ
れ
て
い
る
池
嶋
立
佐
の
茶
会
に
つ
い

て
評
釈
す
る
。
池
嶋
立
佐
に
関
す
る
信
頼
で
き
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な

い
が
、
こ
の
茶
会
の
記
録
は
詳
細
で
あ
り
、
幕
府
御
用
と
は
い
え
一
職
人
の
茶
会

と
み
る
に
は
豪
華
な
道
具
立
て
で
あ
り
会
席
で
あ
る
。

凡
例

一
、
本
書
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一�

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
残
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
現
在

不
使
用
の
古
体
字
・
異
体
字
は
■
で
表
し
、
そ
の
下
に
〔　

〕
括
弧
で
現
在
の

文
字
を
入
れ
た
。

一�

、『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
は
『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
42　

徳
川
実
紀
第
五
編
』

吉
川
弘
文
館
を
用
い
た
。

一
、『
角
川
茶
道
大
辞
典
』
は
本
文
中
で
は
『
角
川
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
新
版
茶
道
大
辞
典
』
は
本
文
中
で
は
『
新
版
茶
道
』
と
略
し
た
。

一
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
は
本
文
中
で
は
『
日
国
Ⅱ
』
と
略
し
た
。

一�

、
本
書
の
翻
刻
・
掲
載
の
御
許
可
を
賜
っ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
厚
く
深
謝

い
た
し
ま
す
。

表
紙　

乾

表
紙　

坤

『茶会集』の評釈（四）
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〔
茶
会
10　

影
印
〕

〔
茶
会
10　

原
文
〕

延
宝
二
子
年（

１
）　

　
　

一　

瑞
竜
院
様（

２
）御

晦
之
節
御
手
前
ニ
而
御
茶

　
　

被
進
御
相
伴　

井
伊
掃
部
頭（

３
）

　
　
　

御
懸
物　

定
家
七
首

　
　
　

御
茶
入　

師
匠
坊

　
　
　

御
釜　
　

す
し

　
　
　

御
水
指　

縄
す
た
れ

　
　
　

御
花
入　

蕪
な
し（

４
）

　
　
　

御
香
合　

堆
朱
布
袋

　
　
　

御
茶
盌　

三
し
ま

　
　
　

御
茶
𣏐　

利
休

　
　
　

三
ツ
羽　

大
鳥

〔
現
代
語
訳
〕

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
寅
（
原
文
で
は
子
）（
三
月
廿
二
日
）

一　

瑞
竜
院
（
尾
張
二
代
藩
主
光
友
卿
）
が
辭
見
の
挨
拶
の
折
、（
将
軍
の
）
手

前
で
御
茶
を
頂
い
た
。
御
相
伴
は
井
伊
掃
部
頭
で
あ
っ
た
。
掛
物
は
定
家
七
首
、

茶
入
は
師
匠
坊
の
肩
衝
、
釜
は
筋
、
水
指
は
縄
簾
、
花
入
は
蕪
な
し
、
香
合
は

堆
朱
の
布
袋
、
茶
椀
は
三
島
、
茶
𣏐
は
利
休
作
、
三
ツ
羽
（
羽
箒
）
は
大
鳥
で

あ
る
。
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〔
茶
会
11　

影
印
〕

〔
茶
会
11　

原
文
〕

同
五
巳
年（

１
）

泰
心
院（

２
）様

御
晦
之
節
御
手
前
二
而
御
茶
被
進

　

御
茶
入　

伯
耆
肩
衝（

３
）　

初
音
竹
庵（

４
）

　

御
掛
物　

ち
ぜ
つ（

５
）

　

御
茶
椀　

割
高
麗（

６
）

　

御
水
指　

信
楽
焼

　

右
之
外
ハ
前
之
通

〔
現
代
語
訳
〕

延
宝
五
巳
年
（
一
六
七
七
）
三
月
二
十
八
日

泰
心
院
（
尾
張
三
代
藩
主
綱
誠
卿
）
が
辭
見
の
挨
拶
の
折
、
将
軍
家
綱
の
手
前
に

て
お
茶
を
頂
い
た
。

茶
入
は
初
音
竹
庵
献
上
の
伯
耆
肩
衝
。
掛
物
は
痴
絶
道
冲
の
墨
蹟
。
茶
椀
は
割

高
麗
（
臺
）。
水
指
は
信
楽
焼
。
右
の
ほ
か
は
前
の
も
の
（
茶
会
10
）
と
同
じ
で

あ
る
。

『茶会集』の評釈（四）
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〔
茶
会
12　

影
印
〕

〔
茶
会
12　

原
文
〕

同
年（

１
）

一　

水
戸
様
御
晦
之
節
御
手
前
二
而
御
茶
被
進

　
　
　

御
掛
物　

虚
堂

　
　
　

御
釜　

妙
門
霰

　
　
　

御
茶
入　

伯
耆
肩
衝

　
　
　

御
水
指　

縄
す
た
礼

　
　
　

御
華
入　

青
磁
碗

　
　
　

御
茶
𣏐　

利
休

　
　
　

御
茶
椀　

は
け
め（

２
）

　
　
　

御
香
合　

青
貝
布
袋

　
　
　

三
ツ
羽　

大
鳥

〔
現
代
語
訳
〕

延
宝
五
年
四
月
十
一
日

一　

水
戸
宰
相
光
國
が
辞
見
の
挨
拶
の
折
、
将
軍
家
綱
の
手
前
に
て
お
茶
を
頂
い

た
。
掛
物
は
虚
堂
の
墨
蹟
、
釜
は
妙
門
霰
、
茶
入
は
伯
耆
肩
衝
、
水
指
は
縄
簾
、

花
入
は
青
磁
の
碗
、
茶
𣏐
は
利
休
作
、
香
合
は
青
貝
の
布
袋
、
羽
箒
は
大
鳥
の
三

つ
羽
で
あ
る
。
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〔
茶
会
13　

影
印
〕

〔
茶
会
13　

原
文
〕

同
年（

１
）

一　

紀
州
様（

２
）御

晦
之
節
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
進

　
　
　

御
懸
物　

圓
悟
墨
蹟

　
　
　

御
釜　

す
ち

　
　
　

御
茶
入　

大
隈
肩
衝

　
　
　

御
水
指　

縄
す
た
禮

　
　
　

御
花
入　

蕪
な
し（

３
）

　
　
　

御
茶
𣏐　

利
休

　
　
　

御
茶
椀　

明
星（

４
）

　
　
　

御
香
合　

青
貝

　
　
　

三
ツ
羽　

大
と
り

〔
現
代
語
訳
〕

延
宝
五
年
三
月
二
十
六
日

一　

紀
州
二
代
藩
主
光
貞
が
辭
見
の
挨
拶
の
折
、
将
軍
の
手
前
に
て
お
茶
を
頂
い

た
。
掛
物
は
圓
悟
の
墨
蹟
、
釜
は
筋
、
茶
入
は
大
隈
肩
衝
、
水
指
は
縄
簾
、
花
入

は
蕪
な
し
、
茶
𣏐
は
利
休
作
、
茶
碗
は
明
星
、
香
合
は
青
貝
、
羽
箒
は
大
鳥
の
三

ツ
羽
で
あ
る
。

『茶会集』の評釈（四）
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〔
茶
会　

番
号
な
し　

影
印
〕

〔
茶
会　

番
号
な
し　

原
文
〕

　

元
禄
十
年
丑
八
月
十
二
日
夕
方
西
福
寺（

１
）江

　

見
廻
道
節
ヘ
織
田
貞
知（

２
）壱

夕
風
爐
之

　

点
前
所
望

　

圍
ニ
而
小
板　

奈
良
風
炉（

３
）

　

釜　
　

阿
ミ
陀
堂（

４
）

　

炭
斗　

丸
キ
塗
物

　

香
合　

南
京
染
付（

５
）木

ノ
葉

　

灰
土
鍋　

織
部
焼（

６
）

　

茶
菓
子　

き
う
ひ（

７
）

宗
旦
哥（

８
）ニ　

茶
湯
を
ハ
心
に
と
め
て
目
に
も
見
す

耳
を
そ
は
め
て
い
ふ
事
も
な
し

〔
現
代
語
訳
〕

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
丑
八
月
十
二
日
夕
方
、
西
福
寺
へ
、
道
節
を
見
舞
う
。

織
田
貞
知
（
貞
幹
の
こ
と
）
が
一
夜
の
風
炉
の
手
前
を
所
望
し
た
。
囲
い
に
て
小

板
を
敷
い
て
奈
良
風
炉
を
据
え
て
。
釜
は
阿
弥
陀
堂
で
、
炭
斗
は
丸
い
塗
り
物
。

香
合
は
南
京
の
染
付
の
模
様
の
あ
る
木
の
葉
形
を
し
て
い
る
。
灰
土
鍋
は
織
部
焼

で
、
茶
菓
子
は
求
肥
で
あ
る
。
宗
旦
の
歌
に
「
茶
湯
を
ば
心
に
と
め
て
目
に
も
見

ず
耳
を
そ
ば
め
て
い
う
こ
と
も
な
し
」
と
あ
る
。
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〔
茶
会
14　

影
印
〕

〔
茶
会
14　

原
文
〕

一　

元
禄
十
三
辰
年
正
月
十
七
日
池
嶋
立
佐（

１
）

　
　

茶
会

　
　
　
　

三
疊
臺（

２
）

　
　
　
　
　
　
　

客

　
　
　
　
　
　
　
　

磯
田
常
数

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

助
左
エ
門（

３
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
宗
立

　
　
　
　
　
　
　
　

北　

九
郎
兵
衛

　
　
　
　

初
座（

４
）

　
　

掛
物　
　
　

実
傳（

５
）墨

蹟　
　

表
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州
好
箱
ニ
書
付
ア
リ

　
　

釜　
　
　
　

お
と
こ
せ（

６
）　

松
平
伯
州（

７
）よ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

献
上
写

　
　

香
合　
　
　

染
付

　
　

炭
斗　
　
　

福
部

　
　
　
　

後
座（

８
）

　
　

花
生　
　
　

一
重
切
竹　

掃
部
殿
作（

９
）

　
　
　
　
　
　

楼
梅（

（1
（

　
　

水
指　
　
　

古
唐
津（

（1
（

　
　

茶
碗　
　
　

熊
川（

（1
（

　
　

茶
入　
　
　

丸
壺　

口
ろ
て
い（

（1
（

　
　
　
　
　
　

唐
物
堆
朱
盆
ニ
載

　
　

茶
𣏐　
　
　

遠
州　

筒
ま
由
者
こ（

（1
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
付
有

　
　

水
飜　
　
　

瀬
戸　

細
川
三
斎
所
持（

（1
（

　
　
　
　

座
敷
四
疊
半
切
炉

　
　

床
掛
物　
　
　

雪
舟　

小
山
水　

玉
澗
ノ
写（

（1
（
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釜　
　
　
　

芦
屋（

（1
（

　
　
　
　

木
地
遠
州
極（

（1
（

　
　

水
指　
　
　

朝
鮮

　
　
　
　

会
炙

　
　

ち
よ
く

　
　
　

鱠　
　

さ
よ
り

く
り

せ
う
か

ゆ

　
　
　
　
　

汁　
菜い

り
こ

う
と

　
　

煮
物　
　

き
し

に
ん
志
ん

玉
子
せ
ん

祢
き

　
　
　

焼
物　
鯛
切
や
き

む
し
か
れ
い

塩
山
椒

　
　

重
引　
　

吸
物　
　

い
た
た
い（

（1
（

青
串

白
魚

ゆ
て
き
り

　
　

茶
菓
子　
　
朱
き
く
皿　

か
く
も
ち

青
磁
鉢　
　

水
く
り

　
　

後
く
わ
し　
　
ミ
か
ん

軟
鮮
柿

こ
ま
ほ
う
ろ（

（2
（

〔
現
代
語
訳
〕

一　

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
辰
正
月
十
七
日
に
池
嶋
立
佐
の
茶
会
が
あ
っ

た
。
茶
室
は
三
畳
台
目
で
相
伴
客
は
磯
田
常
数
、
磯
田
助
左
エ
門
、
松
田
宗
立
、

北
九
郎
兵
衛
で
あ
っ
た
。
初
座
の
飾
り
。
掛
物
は
実
傳
の
墨
蹟
で
表
具
は
遠
州
の

好
み
と
箱
に
書
付
が
あ
る
。
釜
は
乙お

と
ご
ぜ

御
前
で
松
平
伯
州
よ
り
献
上
さ
れ
た
も
の
の

写
し
で
あ
る
。
香
合
は
染
付
で
、
炭
斗
は
瓢
で
あ
る
。

後
座
の
飾
り
。
花
生
は
一
重
切
の
竹
筒
で
掃
部
殿
の
作
で
あ
る
。
花
は
楼
梅
が

活
け
て
あ
っ
た
。
水
指
は
古
唐
津
。
茶
碗
は
熊
川
。
茶
入
は
丸
壺
で
口
は
驢
蹄
型

で
あ
り
、
唐
物
の
堆
朱
の
盆
に
載
っ
て
い
た
。
茶
𣏐
は
遠
州
の
筒
型
の
繭
箱
で
、
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書
付
が
あ
る
。
水
こ
ぼ
し
は
瀬
戸
焼
で
細
川
三
斎
が
所
持
し
て
い
た
も
の
。

四
畳
半
で
切
炉
の
あ
る
座
敷
の
飾
り
。
床
の
掛
物
は
雪
舟
の
小
山
水
画
で
玉
澗

の
写
し
で
あ
る
。
釜
は
芦
屋
釜
で
生
地
に
は
遠
州
の
極
が
あ
る
。
水
指
は
朝
鮮
の

も
の
で
あ
る
。

会
席
（
炙
）。
猪
口
は
膾
で
、
さ
よ
り
、
栗
、
生
姜
、
柚
子
。
汁
は
菜
、
い
り

こ
、
う
ど
。
煮
物
は
雉
、
人
参
、
薄
焼
き
卵
の
千
切
り
、
葱
。
焼
き
物
は
鯛
の
切

焼
き
、
蒸
鰈
、
塩
山
椒
。

重
引
は
板
鯛
、
青
串
に
刺
し
て
あ
る
。
吸
物
は
白
魚
の
茹
で
切
り
。
茶
菓
子
は

朱
色
の
菊
皿
に
角
餅
。
青
磁
の
鉢
に
水
栗
。
後
菓
子
は
蜜
柑
、
軟
鮮
柿
（
熟
柿
の

こ
と
か
）、
ご
ま
ぼ
う
ろ
で
あ
っ
た
。

（
註
）

〔
茶
会
10
〕

（
１
）
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
茶
会
に
は
日
付
の
記
載
が
な
い
が
、『
厳
有
院

殿
御
実
紀
』
の
延
宝
二
年
の
記
録
の
中
で
、
瑞
竜
院
様
、
即
ち
尾
張
中
納
言
光

友
卿
の
辞
見
の
記
述
は
三
月
廿
二
日
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

尾
張
中
納
言
光
友
卿
辭
見
せ
ら
る
。
井
伊
掃
部
頭
直
澄
と
共
に
御
茶
室
に

召
て
。
御
手
前
の
御
茶
を
た
ま
は
り
。
後
宴
あ
り
て
御
盃
ま
い
る
。
御
餞

と
て
鷹
馬
を
つ
か
は
さ
る
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
茶
の
湯
の
道
具
類
の
記
載
は
な
い
。
そ
こ
で
『
江
戸
幕
府
日

記
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
の
延
宝
二
年
三
月
廿
二
日
条
を
み
る
と
、
道
具
類

は

　
　
　
　

御
掛
物　

定
家
七
首　
　
　
　
　
　
　

御
茶
入　

師
匠
坊

　
　
　
　

御
花
入　

青
磁
蕪　
　
　
　
　
　
　
　

お
茶
椀　

三
島
は
け
目

　
　
　
　

御
茶
𣏐　

利
休
之
作　
　
　
　
　
　
　

御
水
さ
し　

縄
す
た
れ

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
茶
会
は
延
宝
二
年
三
月
廿
二
日
の
日
付
と
考

え
て
よ
い
。
ま
た
、
延
宝
二
年
子
年
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
延
宝
二
年
は
寅

年
で
あ
る
。

（
２
）
瑞
竜
院
様　

尾
張
藩
二
代
藩
主　

尾
張
大
納
言
光
友
卿
（
延
宝
二
年
の
時

点
で
は
中
納
言
。
元
禄
三
年
五
月
〔
一
六
九
〇
〕
に
従
二
位
権
大
納
言
に
叙
せ

ら
れ
た
）
一
六
二
五
―
一
七
〇
〇

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
七
月
二
十
九
日
、
尾
張
藩
初
代
藩
主
徳
川
義よ

し

直な
お

の
長

男
と
し
て
名
古
屋
城
に
生
ま
れ
た
。
生
母
は
側
室
吉
田
氏
お
尉
の
方
。
寛
永

十
六
年
（
一
六
三
九
）
九
月
、
家
光
の
娘
千
代
姫
を
正
室
に
迎
え
た
。
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）、
尾
張
名
古
屋
藩
二
代
藩
主
と
な
る
。
名
古
屋
城
二
の
丸
に
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馬
場
を
設
置
す
る
な
ど
武
技
に
も
す
ぐ
れ
、
ま
た
和
歌
、
書
画
、
能
楽
、
茶
道

も
よ
く
し
た
。
特
に
絵
画
は
狩
野
探
幽
に
師
事
し
た
。
藩
主
在
任
四
十
三
年
の

後
に
致
仕
し
、
元げ

ん

禄ろ
く

十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
十
月
十
六
日
死
去
。
七
十
六
歳
。

初
名
は
光み

つ

義よ
し

。

（
３
）
井
伊
掃
部
頭　

井い
い
か
も
ん
の
か
み
な
お
ず
み

伊
掃
部
頭
直
澄
で
あ
る
こ
と
が
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
江
戸
時
代
全
大
名
家
事
典
』（
東
京
堂
出
版
）
に
よ

れ
ば（

彦
根
藩
）
三
代
直
澄
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
七
月
十
五
日
、（
二

代
）
直
孝
の
四
男
と
し
て
彦
根
に
生
ま
れ
た
。
生
母
は
側
室
石
居
氏
。

（
中
略
）
万
治
二
年
四
月
、
に
わ
か
に
直
孝
の
養
嗣
子
と
な
り
、
同
年

七
月
に
家
督
を
相
続
し
、
従
四
位
下
侍
従
に
昇
叙
さ
れ
た
。
寛
文
五

年
（
一
六
六
五
）
に
左
近
衛
権
少
将
、
の
ち
掃
部
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
同

八
年
十
一
月
に
大
老
に
就
任
し
た
。（
中
略
）
大
老
在
任
中
の
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
一
月
三
日
、
五
二
歳
で
没
し
た

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、
直
澄
は
大
老
と
し
て
尾
張
光
友
卿
の
相
客
と

な
っ
て
い
る
。

（
４
）
蕪
な
し　

無
鏑
と
も
書
く
。「
無
鏑
」
は
既
に
「『
茶
会
集
の
評
釈
』（
一
）

―
寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―
」
で
解
説
し
た
が
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
の
こ

の
日
の
記
録
で
は
「
青
磁
蕪
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
将
軍
家
に
伝
わ
っ

た
蕪
な
し
は
青
磁
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
江
戸
幕
府
日
記
』
の
中
の
「
青
磁
蕪
」

は
「
青
磁
蕪
な
し
」
と
す
べ
き
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
茶
会
11
〕

（
１
）
同
五
巳
年
と
の
み
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
延
宝
五
年
と
す
る
と
徳
川
綱
誠

（
尾
張
徳
川
家
三
代
藩
主
）
は
ま
だ
藩
主
に
な
っ
て
い
な
い
。
綱
誠
が
藩
主
に

な
る
の
は
二
十
二
年
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
の
延
宝
五

年
の
徳
川
綱
誠
の
辞
見
の
記
録
は
三
月
二
十
八
日
の
一
件
し
か
な
い
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

中
将
綱
誠
卿
辭
見
あ
り
。
御
茶
室
に
て
御
茶
賜
ひ
。
御
宴
あ
り
て
鷹
馬
を
つ

か
は
さ
る
。

こ
こ
に
は
茶
会
の
詳
細
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
江
戸
幕
府
日
記
』

の
延
宝
五
年
三
月
二
十
八
日
条
の
記
述
に
は
尾
張
中
将
殿
の
辞
見
の
あ
い
さ
つ

の
折
の
茶
会
の
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

上
使
昨
日
尾
張
中
将
殿
尾
州
江
御
暇
依
之
己
后
刻
登　

城
御
料
理
膳
之

席
西
湖
間
酒
井
雅
樂
頭
稲
葉
若
狭
守
久
世
大
和
守
土
屋
但
馬
守
祗
侯
令

挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
仕
中
奥
お
小
姓　
　
　
　
　
　
　

小
堀
下
総
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
條
因
幡
守

　
　
　
　
　
　

右
御
饗
應
過
而
御
座
敷
通
令
案
内
於
御
囲
御
手
前
ニ
而
御
茶
被
下

　
　
　
　
　

之
御
頭
雅
樂
頭
伺
公

　
　
　
　
　

御
囲
御
茶
具
御
飾

　
　
　
　
　

御
掛
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
茶
入　
　

四
聖
坊

　
　
　
　
　

御
花
入　
　

青
磁
蕪
な
し　
　
　
　

御
茶
椀　
　

わ
り
高
臺

　
　
　
　
　

御
茶
𣏐　
　

利
休　
　
　
　
　
　
　

御
水
指　
　

信
楽

　
　
　
　
　

御
釜　
　
　

筋　
　
　
　
　
　
　
　

御
香
合　

堆
朱
布
袋

　
　
　
　
　

三
羽　
　
　

大
鳥

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
御
手
前
の
茶
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
茶
会

11
で
は
御
掛
物
が
「
ち
ぜ
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
で
は
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延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
家
綱
遺
物
と
し
て
水
戸
侯
が
こ
れ
を
拝
領
し
た
が
、

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
同
家
か
ら
ま
た
幕
府
に
献
上
、
以
後
代
々
柳
営
に

伝
え
ら
れ
た
。
形
姿
は
甑こ

し
き

は
下
張
り
、
捻ひ

ね

り
返
し
は
浅
い
。
肩
は
や
や
撫な

で
、

胴
・
腰
・
裾
へ
の
曲
線
は
漢
作
ら
し
い
風
格
を
見
せ
て
い
る
。
釉
景
は
新に

っ
た田

に

似
た
藍あ

い
ね
ず
み
け

鼠
気
を
含
ん
だ
地
釉
に
飴
色
釉
の
な
だ
れ
が
置
形
を
作
っ
て
い
る
。
裾

以
下
鉄か

な
け気

色
の
土
現
れ
、
畳
付
は
板
起
こ
し
で
あ
る
。『
徳
川
家
所
蔵
御
道
具

書
画
目
録
』『
麟り

ん
ぽ
う
き
り
ゅ
う

鳳
亀
竜
』『
東
山
御
物
御
内
別
帳
』『
玩が

ん
か貨

名
物
記
』『
古
今
名

物
類
聚
』『
大
正
名
器
鑑
』
ほ
か
諸
茶
会
記
に
所
載
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。

松
平
信
綱
（
武
蔵
川
越
藩
初
代
藩
主
）
の
嫡
男
で
伯
耆
肩
衝
を
父
の
遺
物
と
し

て
将
軍
家
に
献
上
し
た
の
は
、
輝
之
で
は
な
く
川
越
藩
二
代
藩
主
・
松
平
輝
綱

で
あ
る
。

（
４
）
初
音
竹
庵　
（
不
詳
）『
茶
会
集
』
の
記
述
の
仕
方
か
ら
推
測
す
る
と
、
伯

耆
肩
衝
が
初
音
竹
庵
よ
り
献
上
さ
れ
た
と
読
め
る
が
確
認
で
き
な
い
。

（
５
）
ち
ぜ
つ　

痴
絶
道
冲　

一
一
六
九
～
一
二
五
〇　

白
川
宗
昭
氏
（『
角
川
茶

道
』）
に
よ
れ
ば
、

南
宋
代
後
期
の
臨
済
宗
虎く

き
ゅ
う丘

派
の
名
僧
。
長
江
（
江
蘇
省
）
の
人
。
曹
源

道
生
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
嘉
定
十
二
年
（
一
二
一
九
）
十
刹
天
寧

寺
に
出
世
し
た
の
ち
、
景
徳
寺
・
広
利
寺
・
霊
隠
寺
・
万
寿
寺
と
五
山
の

う
ち
四
寺
を
歴
住
し
大
い
に
宗
風
を
挙
揚
し
た
。
そ
の
墨
蹟
は
早
く
か
ら

珍
重
さ
れ
、『
天
王
寺
屋
会
記
』『
松
屋
会
記
』
な
ど
に
し
ば
し
ば
掛
物
と

し
て
登
場
し
、『
松
屋
名
物
集
』『
墨
蹟
之
写
』
な
ど
に
も
数
多
く
散
見
す

る
。
遺
墨
は
七
点
ほ
ど
伝
来
す
る
が
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
「
大だ

い
え慧
墨

蹟
跋ば

つ
ご語

」（
重
文
）、
高
野
光
正
氏
蔵
の
「
警き

ょ
う
さ
く策

」（
重
文
）
が
有
名
。
ま

た
浅
田
長
平
氏
蔵
の
「
無
準
着
忌
上
堂
法
語
」（
重
文
）
は
も
と
片
桐
石

州
が
所
持
し
、
の
ち
に
松
平
不
昧
が
愛
蔵
し
た
も
の
。
峻
厳
な
禅
機
を
漂

わ
せ
る
書
で
あ
る
。
淳
祐
十
年
五
月
十
三
日
示
寂
。

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
茶
会
11
で
は
お
茶
入
れ
が
「
伯
耆
肩
衝
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
で
は
「
四
聖
坊
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
泰
心
院
様　

尾
張
三
代
藩
主
徳
川
綱
誠
の
こ
と
。
と
く
が
わ　

つ
な
な
り

（
つ
な
の
ぶ
）、
一
六
五
二
―
一
六
九
九　

尾
張
中
将
綱
誠
は
延
宝
５
年
に
は
25

歳
。『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば

慶
安
五
年
八
月
二
日
生
ま
れ
。
徳
川
光み

つ

友と
も

の
長
男
。
元げ

ん

禄ろ
く

六
年
尾お

張わ
り

名
古

屋
藩
主
徳
川
家
三
代
と
な
る
。
元
禄
十
二
年
六
月
五
日
死
去
。
四
十
八

歳
。
初
名
は
綱つ

な

義よ
し

。

と
あ
る
。
ま
た
、『
江
戸
時
代
全
大
名
家
事
典
』
に
よ
れ
ば
、

生
母
は
三
代
将
軍
家
光
の
娘
千
代
姫
。（
中
略
）
父
光
友
の
隠
居
に
と
も

な
っ
て
、
四
十
二
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
権
中
納
言
に
叙
せ
ら
れ
た
。
先

代
の
藩
政
を
踏
襲
し
た
が
、
将
軍
綱
吉
の
江
戸
藩
邸
来
訪
な
ど
に
よ
り
、

藩
財
政
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
自
ら
も
倹
約
に
努
め
た
。
一
方
、
父
と
同

じ
く
武
芸
を
好
み
、
ま
た
学
問
に
も
関
心
が
深
く
、
吉
見
幸
和
・
天
野
信

景
ら
に
編
纂
を
命
じ
て
『
尾
張
風
土
記
』
に
着
手
し
、
以
後
、
尾
張
の
地

誌
研
究
が
盛
ん
に
な
る
契
機
を
つ
く
っ
た
。
在
任
六
年
後
の
元
禄
十
二
年

六
月
五
日
、
四
十
八
歳
で
没
し
た
。
誠
公
と
諡
さ
れ
た
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
伯
耆
肩
衝　

ほ
う
き
か
た
つ
き　

小
田
栄
一
氏
（『
角
川
茶
道
』）
は
こ
れ

を
「
大
名
物
。
漢
作
唐
物
茶
入
。
中
村
伯
耆
守
忠
一
が
所
持
し
た
こ
と
で
そ
の

名
が
あ
る
。
伝
来
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
同
家
断
絶
後
幕
府
の
有
に
帰

し
、
鳥
居
右
京
に
賜
っ
た
。
同
家
も
安
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
断
絶
し
、
同

十
九
年
松
平
信
綱
が
拝
領
、
そ
の
子
輝
之
が
ま
た
幕
府
へ
献
上
し
た
。
そ
の
後

『茶会集』の評釈（四）

（　12　）
― 221 ―



と
説
明
し
て
い
る
。

（
６
）
割
高
麗　
「
高
麗
茶
碗　

割
高
台
」
の
こ
と
と
推
測
す
る
。『
江
戸
幕
府
日

記
』
に
は
「
わ
り
高
臺
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

〔
茶
会
12
〕

（
１
）
同
年
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
延
宝
五
年
の
こ
と
と
推
測
す
る
。
延
宝

五
年
の
水
戸
宰
相
光
圀
の
辞
見
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に
よ
れ
ば
四

月
十
一
日
の
一
件
し
か
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

宰
相
光
圀
卿
辭
見
せ
ら
る
。
御
茶
た
ま
は
り
て
の
ち
御
宴
開
か
れ
。
鷹
馬
を

つ
か
は
さ
れ
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
茶
の
湯
の
詳
細
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。

し
か
し
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
の
四
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、

水
戸
宰
相
殿
江
昨
日
以　

上
使
被
遣
御
暇
依
之
辰
刻
登　

城
御
料
理
膳
之
席

西
湖
間
雅
樂
頭
美
濃
守
大
和
守
但
馬
守
伺
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
仕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
下
総
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
条
因
幡
守

右
御
料
理
過
而
於
御
囲　

御
手
前
ニ
而
被
下
御
茶
御
座
敷
迠
但
馬
守
案
内
之

宰
相
殿
御
囲
江
被
相
越
御
次
ニ
雅
樂
頭
伺
公

　
　

御
囲
御
茶
具
御
飾

　
　
　

御
掛
物　
　

虚
堂
墨
蹟　
　
　
　
　

御
茶
入　
　

伯
耆
肩
衝

　
　
　

御
茶
椀　
　

明
星　
　
　
　
　
　
　

御
花
入　
　

青
磁
碗

　
　
　

御
茶
𣏐　
　

利
休　
　
　
　
　
　
　

御
釜　
　
　

妙
門
霰

　
　
　

御
水
指　
　

縄
簾　
　
　
　
　
　
　

御
香
合　
　

青
貝
布
袋

　
　
　

三
羽　
　
　

大
鳥

と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
日
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
茶
会
11
、
12
、

13
の
給
仕
の
顔
触
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
茶
会
は
延
宝
５

年
の
記
録
と
考
え
て
よ
い
。

（
２
）
御
茶
碗　

は
け
め　
「
は
け
め
」
に
つ
い
て
は
既
に
１
前
報
告
（『
茶
会
集

の
評
釈
（
一
）
―
寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―
）
に
て
解
説
し
た
が
、『
江
戸

幕
府
日
記
』
で
は
「
御
茶
碗　

明
星
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

〔
茶
会
13
〕

（
１
）
同
年
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
延
宝
五
年
の
こ
と
と
推
測
す
る
。
延
宝
五

年
の
紀
州
様
の
辞
見
の
記
録
は
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
に
よ
れ
ば
三
月
二
六
日

の
一
件
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

中
納
言
光
貞
卿
辭
見
せ
ら
る
。
御
茶
室
に
て
御
手
前
の
御
茶
た
ま
ひ
。
又
御

宴
開
か
れ
鷹
馬
を
賜
ふ
。

と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
御
手
前
の
御
茶
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
茶

の
湯
の
詳
細
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
の
三
月

二
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、

昨
日
以　

上
使
紀
伊
黄
門
國
許
江
被
御
暇
因
茲
巳
刻
登　

城
御
料
理
膳
之
席

西
湖
間
雅
樂
頭
美
濃
守
大
和
守
但
馬
守
伺
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
仕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
下
総
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
條
因
幡
守

右
御
料
理
過
而
於
御
囲　

御
手
前
ニ
而
被
下
御
茶
御
座
敷
迠
美
濃
守
案
内

黄
門
御
囲
江
被
相
越
御
頭
ニ
雅
樂
頭
伺
公

御
囲
御
茶
具
御
飾
所
謂

　
　
　
　

御
掛
物　
　

圓
悟
墨
蹟　
　
　

御
茶
入　
　

大
隈
肩
衝
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重
修
諸
家
譜
』
に
は
織
田
貞
幹
の
名
は
み
え
る
が
生
没
年
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。

『
茶
道
人
物
事
典
』
に
よ
れ
ば
養
父
・
貞
置
の
生
没
年
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

～
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）。
織
田
信
長
の
孫
。
徳
川
家
に
仕
え
て
一
〇
〇
〇

石
を
知
行
し
た
。
茶
湯
は
有
楽
の
孫
・
三
五
郎
長
好
に
学
び
、
の
ち
高
島
玄
端

の
指
導
を
受
け
て
有
楽
流
の
一
派
の
貞
置
流
を
は
じ
め
た
。
通
称
・
五
郎
左
衛

門
。
号
・
永
年
堂
・
山
花
老
人
・
如
鳶
子
・
黄
雀
軒
・
茅
翁
・
文
芳
翁
を
称

す
。

７
長
谷
義
隆
氏
に
よ
れ
ば

尾
張
藩
の
初
代
義
直
は
、
徳
川
御
三
家
筆
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
大
名
茶
を
打
ち

立
て
る
た
め
に
、
そ
の
中
心
シ
ン
ボ
ル
に
織
田
家
ゆ
か
り
の
茶
席
を
移
築

し
、
茶
の
湯
に
精
通
し
た
者
数
人
を
抱
え
た
。

そ
の
一
人
が
、
織
田
有
楽
斎
の
も
と
で
茶
の
湯
の
研
さ
ん
を
積
ん
だ
と
さ
れ

る
武
野
仲な

か
さ
だ定

だ
。
利
休
の
師
匠
で
あ
る
大
茶
人
、
紹
鴎
の
孫
。（
中
略
）
武

野
家
は
尾
張
家
の
初
期
か
ら
ゆ
か
り
が
深
か
っ
た
。

武
野
家
に
代
わ
っ
て
尾
張
藩
の
茶
道
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、
織
田
信
長
の

孫
で
あ
る
織
田
貞
置
。
有
楽
流
の
茶
法
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
高
家
旗
本
。
貞

置
の
養
嫡
子
の
貞
幹
の
代
で
織
田
一
族
の
尾
張
家
へ
の
出
入
り
は
絶
え
る

が
、
代
わ
っ
て
貞
置
の
高
弟
の
二
代
松
本
見
休
が
「
尾
張
徳
川
家
茶
道
組

頭
」
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
奈
良
風
炉　

な
ら
ぶ
ろ　

元
は
奈
良
で
作
ら
れ
て
い
た
土
製
の
風
炉
。
後

に
は
京
都
で
も
同
じ
形
式
の
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
名
前
で
呼

ば
れ
た
。

（
４
）
阿
ミ
陀
堂　

阿
弥
陀
堂
釜　

あ
み
だ
ど
う
が
ま　

長
野
裕
氏
（『
角
川
茶

道
』）
に
よ
れ
ば
「
茶
の
湯
釜
。
操
り
口
、
肩
は
丸
み
を
帯
び
下
が
り
、
胴
は

　
　
　
　

御
花
入　
　

青
磁
碗　
　
　
　

御
茶
碗　
　

明
星

　
　
　
　

御
茶
𣏐　
　

利
休　
　
　
　
　

御
水
指　
　

縄
す
た
れ

　
　
　
　

御
釜    　

  

筋　
　
　
　
　
　

御
香
合　
　

青
貝

　
　
　
　

三
羽　
　
　

大
鳥

と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
日
の
記
録
と
確
認
で
き
る
。

（
２
）
紀
州
様　

紀
伊
徳
川
家
第
二
代
藩
主
光
貞
（
中
納
言
の
唐
名
を
黄
門
と
い

う
）。

（
３
）
蕪
な
し　
「
蕪
な
し
」
は
既
に
１
前
報
告
（『
茶
会
集
』
の
評
釈
（
一
）
―

寛
永
年
間
の
御
成
の
茶
会
―
）
に
て
解
説
し
た
が
、『
江
戸
幕
府
日
記
』
で
は

「
青
磁
碗
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
明
星　
『
江
戸
幕
府
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
一
日
の
水
戸
光
圀
の
辞
見

の
折
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
茶
会
番
号
な
し
〕

（
１
）
西
福
寺　

さ
い
ふ
く
じ　

西
福
寺
と
い
う
名
の
寺
院
は
日
本
全
国
に
多
く

存
在
す
る
が
、
こ
れ
が
も
し
尾
張
の
西
福
寺
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
泰
心
公

（
尾
張
藩
第
三
代
藩
主
徳
川
綱
誠
）
が
鷹
狩
の
際
に
訪
れ
て
、
そ
の
景
観
を
称

賛
し
、
御
真
筆
に
て
大
澤
山
の
山
号
額
を
授
与
し
た
と
伝
わ
る
「
大
澤
山　

西

福
寺
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
織
田
貞
知
「
お
だ
さ
だ
と
も
」
か　

織
田
貞
幹
「
お
だ
さ
だ
も
と
」
か
。

６
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
織
田
貞
知
の
名
は
見
い
だ
せ
な
い
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
織
田
貞
幹
は
織
田
信
長
の
ひ
孫
に
あ
た
る
。

信
長
の
九
男
信
貞
は
長
男
の
信
次
が
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
次
男
貞
置
に
跡
目

を
譲
っ
た
。
そ
の
た
め
貞
置
は
兄
信
次
の
子
貞
幹
を
自
分
の
跡
目
と
し
た
。
貞

幹
は
貞
置
に
養
わ
れ
て
尾
張
大
納
言
光
友
卿
に
仕
え
、
後
に
（
国
）
家
老
と
な

り
、
寛
永
四
年
十
二
月
二
十
三
日
従
五
位
下
周
防
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
貞
置
の

養
嫡
子
で
あ
っ
た
貞
幹
は
、
貞
置
か
ら
茶
の
湯
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。『
寛
政
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ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。
羽
落
ち
丸
底
で
布
・
砂
・
た
た
き
膚
な
ど
で
鐶
付
は

鬼
面
。
胴
部
に
銘
文
花
押
な
ど
を
陽
鋳
し
た
も
の
も
あ
る
。
製
作
に
つ
い
て
の

逸
話
が
幾
つ
か
あ
る
が
定
説
は
な
い
。『
有
馬
茶
会
記
』『
松
屋
会
記
』『
宗
湛

日
記
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
新
釜
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
安

土
桃
山
後
期
ご
ろ
か
ら
の
好
釜
と
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
解
説

し
て
い
る
。

（
５
）
南
京
染
付　

な
ん
き
ん
そ
め
つ
け　

白
磁
や
白
釉
の
陶
器
の
下
絵
を
付
け

る
技
法
の
ひ
と
つ
。
中
国
で
は
イ
ス
ラ
ム
を
意
味
す
る
「
回
」
で
産
す
る
青
と

い
う
意
味
の
回
青
と
呼
び
、
日
本
で
は
南
京
・
呉
須
な
ど
と
呼
ん
だ
酸
化
コ
バ

ル
ト
を
顔
料
と
し
て
白
地
の
上
に
文
様
を
描
き
、
透
明
な
釉
薬
か
け
て
焼
成
す

る
こ
と
で
透
明
釉
下
に
青
藍
色
の
鮮
や
か
な
文
様
を
発
色
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。

（
６
）
織
部
焼　

お
り
べ
や
き　

竹
内
順
一
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
「
美

濃
焼
の
一
種
。（
中
略
）
武
将
茶
人
古
田
織
部
（
天
文
十
三
年
〈
一
五
四
四
〉

―
元
和
元
年
〈
一
六
一
五
〉）
に
ち
な
む
が
、「
織
部
焼
」
の
名
が
文
献
に
登
場

す
る
の
は
、『
茶
器
弁
玉
集
』（
寛
文
十
二
年
〈
一
六
七
二
〉
刊
）
の
茶
入
の
名

称
が
初
出
で
、
箱
書
き
で
も
貞
淳
年
間
（
一
六
八
四
―
八
八
）
を
さ
か
の
ぼ
る

例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
古
田
織
部
が
こ
の
陶
器
の
生
産
に
直
接
関
与
し
た
事

実
は
な
い
が
、
ひ
ず
み
の
著
し
い
沓
型
茶
碗
や
自
由
闊
達
な
文
様
（
室
町
末
期

か
ら
桃
山
時
代
に
流
行
し
た
絞
り
染
文
様
「
辻
が
花
」
と
共
通
す
る
）
が
施
さ

れ
る
鉢
や
向
付
な
ど
の
食
器
類
が
、「
破
格
の
茶
」
を
目
ざ
し
た
織
部
好
み
の

道
具
と
み
な
さ
れ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
７
）
き
う
ひ　

求
肥
・
牛
皮　

ぎ
ゅ
う
ひ　

菓
子
の
一
種
。『
飲
食
辞
典
』
に
よ

れ
ば
「
柔
軟
性
で
や
や
弾
力
が
あ
り
、
も
と
牛
の
皮
に
似
る
と
て
『
牛
皮
』
と

書
か
れ
た
が
、
牛
肉
食
の
忌
避
時
代
に
そ
の
文
字
を
は
ば
か
っ
て
『
求
肥
』
に

改
め
た
と
い
う
。
シ
ナ
伝
来
の
年
代
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
室
町
時
代
に

茶
道
興
隆
の
副
産
と
し
て
習
得
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
当
時
は
砂
糖
の
輸

入
量
が
少
な
く
、
そ
れ
も
多
く
は
黒
糖
で
、
精
糖
は
乏
し
か
っ
た
か
ら
、
従
っ

て
製
品
の
色
も
感
触
も
牛
の
皮
に
似
て
い
る
と
て
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。『
求
肥
』

と
書
改
め
ら
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
江
戸
初
期
で
、
そ
れ
以
前
は
公
家
の
日
記
な

ど
に
も
単
に
『
う
し
』
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
に
伝
わ
っ
た
の
は
寛
永

以
降
で
『
江
戸
砂
子
』
の
著
者
菊
岡
沾
凉
の
『
本
朝
世
事
談
綺
』（
享
保
一
八

〈
一
七
三
三
〉
年
版
）
に
、
寛
永
中
幕
府
の
使
節
が
上
洛
し
て
試
食
賞
美
し
、

帰
っ
て
江
戸
の
菓
子
司
に
求
め
て
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
京
か
ら
中
島
浄

雲
な
る
も
の
を
召
下
し
て
つ
く
ら
せ
た
の
が
は
じ
め
だ
と
あ
り
、
神
田
鍛
冶
町

の
丸
屋
播
磨
は
そ
の
後
裔
と
い
わ
れ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
８
）
宗
旦
の
哥　
「
茶
の
湯
を
ば
・
・
・
」　

こ
の
歌
は
『
利
休
百
首
』
の
中
で

読
ま
れ
て
い
る
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
８
飯
塚
修
氏
に
よ
れ
ば
、

『
利
休
百
首
』
は
、
ま
た
『
紹
鴎
百
首
』
の
称
で
世
上
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）『
利
休
百
首
』
あ
る
い
は
『
紹
鴎
百
首
』
と

い
っ
て
も
、
利
休
な
り
紹
鴎
な
り
が
自
ら
集
め
て
一
巻
と
し
た
も
の
で
は

な
い
。
後
世
の
人
士
が
、
利
休
あ
る
い
は
紹
鴎
の
道
歌
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
た
も
の
を
集
め
て
一
巻
の
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
説
明
し
て
い
る
。
９
趙
亜
男
氏
に
よ
れ
ば
東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の

『
利
久
居
士
茶
道
百
首
』（
一
七
七
三
年
）
と
『
紹
鴎
百
首
』
佐
賀
本
（
一
八
一
八

～
一
八
九
八
年
）
に
は
こ
の
歌
を
含
む
八
首
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
８
飯
塚
氏
に
よ
れ
ば
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
は
、

も
と
も
と
、
百
首
と
い
う
験
の
良
い
数
を
ま
づ
設
定
し
、
そ
こ
に
茶
道
人

の
教
養
と
し
て
必
須
と
す
る
茶
道
精
神
や
作
法
を
説
こ
う
と
い
う
の
が
編

集
者
の
企
画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
利
休
の
道
歌
す
べ
て
を
も
う
ら
す

る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
し
、
編
集
者
が
自
己
の
茶
道
観
を
以
て
取
捨
選

択
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
編
集
当
時
の
時
代
色
が
加
味
さ
れ
た

と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
追
加
や
補
正
を
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利
か
ら
直
接
書
状
を
も
ら
う
程
の
名
の
通
っ
た
道
具
商
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
磯
田
常
数
は
助
左
衛
門
よ
り
も
先
に
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
正
客
と
考

え
ら
れ
る
が
、
助
左
衛
門
に
関
り
の
あ
る
目
上
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
初
座　

し
ょ
ざ　

浜
本
宗
俊
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
初
座
と
は

中
立
ち
の
あ
る
茶
事
の
最
初
の
席
を
い
う
。
後
座
の
陽
に
対
し
て
陰
で
あ
る
。

そ
の
席
中
の
飾
り
付
け
を
初
座
荘か

ざ
りと

い
う
。
陰
な
れ
ば
窓
に
は
簾
を
掛
け
、
床

に
は
普
通
は
掛
物
を
掛
け
る
。
茶
事
の
内
容
・
趣
向
に
よ
っ
て
異
な
る
。
一
、

二
例
を
挙
げ
る
と
、
祝
事
の
釜
な
れ
ば
掛
物
の
前
に
熨の

し
か
ざ
り

斗
荘
を
す
る
と
か
、
茶

入
・
茶
𣏐
・
茶
碗
な
ど
を
床
の
上
に
飾
っ
て
、
後
座
の
濃
茶
の
意
図
を
あ
ら
か

じ
め
表
示
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
趣
向
と
し
て
夜よ

ば
な
し咄

の
茶
事
の
催
し
で
は
時

間
帯
に
よ
っ
て
、
初
座
に
花
を
入
中
釘
に
掛
け
、
後
座
に
掛
物
を
掛
け
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。
台
子
・
棚
を
用
い
る
時
は
初
座
か
ら
こ
れ
を
据
え
、
棚
に
よ
っ

て
、
水
指
・
薄
茶
器
の
ほ
か
、
羽は

ぼ
う
き箒

・
香
合
を
飾
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
初
座

の
陰
と
い
う
の
は
、
席
中
の
明
か
り
謂い

い
で
は
な
く
、
主
体
は
釜
の
に
え
音
を

さ
し
て
い
う
。

（
５
）
実
傳　

実
伝
宗
真　

じ
つ
で
ん
そ
う
し
ん　

永
享
６
年
（
一
四
三
四
）
―

永
正
４
年
（
一
五
〇
七
）
芳
賀
幸
四
郎
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
実
伝

は
室
町
中
期
の
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
僧
。
美
濃
恵
那
郡
の
人
。
幼
少
で
両
親
を

失
い
四
歳
で
大
円
寺
に
入
り
、
一
四
歳
か
ら
建
仁
寺
の
天
潤
庵
で
修
業
し
た

が
、
二
十
九
歳
の
時
か
ら
大
蔭
庵
の
春し

ゅ
ん
ぽ
そ
う
き

浦
宗
煕
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
大
徳
寺
の
住
持
と
な
り
、
退
院
の
の
ち
は
養
徳

院
に
住
し
、
後
土
御
門
天
皇
か
ら
仏
宗
大
弘
禅
師
号
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
実
伝

は
絵
を
た
し
な
み
、
十
牛
図
な
ど
を
好
ん
で
描
い
た
。

（
６
）
お
と
こ
せ　

乙
御
前
釜　

お
と
ご
ぜ
が
ま　

長
野
裕
氏
（『
角
川
茶
道
』）

に
よ
れ
ば
、「
姥う

ば
ぐ
ち口

で
肩
が
高
く
丸
く
張
っ
た
茶
湯
釜
。
鐶
付
鬼
面
。
天
正
三

年
（
一
五
七
五
）
十
月
の
信
長
茶
会
に
『
炉
ニ
ヲ
ト
コ
セ
ノ
釜
釣
テ
』
と
あ

り
、
更
に
天
正
二
十
年
十
一
月
『
山
里
ノ
座
敷
ひ
ら
き
に
』
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
信
長
か
ら
秀
吉
に
伝
来
し
た
名
物
釜
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
一
般
的

促
し
た
。
と
く
に
啓
蒙
的
な
も
の
だ
か
ら
、
読
者
も
容
易
に
補
正
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
流
布
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

と
説
明
し
て
い
る
。『
茶
会
集
』
で
は
こ
の
歌
を
宗
旦
の
歌
と
し
て
い
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

〔
茶
会
14
〕

（
１
）
池
嶋
立
佐　

い
け
じ
ま
り
ゅ
う
さ　

池
嶋
立
佐
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
有
馬
記
念
館
で
は
、
現
在
は
篠
山
神
社
所
蔵
で
あ
る
有
馬
家
伝

来
の
褐
釉
四
耳
壺
（
呂
宋
壺
）「
小
烏
茶
壺
」
を
展
示
す
る
際
、「
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
に
幕
府
御
用
の
根
付
挽
物
師
の
池
嶋
立
佐
と
茶
器
塗
師
の
藤
重

藤
言
が
名
物
（
千
利
休
時
代
の
名
器
）
と
鑑
定
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
２
）
三
畳
臺　

三
畳
台
目
席　

さ
ん
じ
ょ
う
だ
い
め
の
せ
き

台
目
構
え　

だ
い
め
が
ま
え　

浜
本
宗
俊
氏
（『
角
川
茶
道
』）
は
「
台
目
畳

で
出
炉
に
な
り
、
中
柱
が
立
ち
、
中
柱
の
軸
壁
の
隅
に
釣
棚
を
設
け
る
構
え
。

（
中
略
）
台
目
と
い
う
の
は
畳
の
四
分
の
一
、
す
な
わ
ち
台
子
の
寸
法
だ
け

切
っ
た
畳
を
い
う
。
初
め
は
大
目
と
も
書
か
れ
た
時
代
も
あ
る
。（
中
略
）
三

畳
に
台
目
畳
が
一
畳
入
る
と
三
畳
台
目
と
い
い
、
四
畳
半
に
一
枚
台
目
畳
が
入

れ
ば
四
畳
半
台
目
と
い
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。　
　

（
３
）
磯
田
助
左
エ
門　

い
そ
だ
す
け
ざ
え
も
ん

10
池
田
和
臣
氏
は
「
国
文
学
古

筆
切
等
資
料
」
の
な
か
で
磯
田
助
左
衛
門
が
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
「
京

極
黄
門
定
家
卿
御
筆
御
自
詠
七
拾
首
之
巻
物
一
軸
」
を
代
金
六
百
八
拾
両
で
山

野
辺
主
水
正
門
よ
り
購
入
し
、
更
に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
金
三
百
枚
で

神
田
茂
左
衛
門
へ
売
却
し
た
手
形
を
翻
刻
し
て
い
る
。
そ
の
折
、
池
田
氏
は

「
神
田
と
は
古
筆
鑑
定
を
業
と
し
た
神
田
家
と
関
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」

と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
細
川
家
に
は
三
代
藩
主
細
川
網
利
が
磯
田
助
左
衛

門
に
宛
て
た
手
紙
も
二
通
残
っ
て
い
る
。
磯
田
助
左
衛
門
は
熊
本
藩
主
細
川
網
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に
は
茶
湯
釜
の
一
種
で
姥
口
と
布
団
釜
の
中
間
で
お
多
福
の
面
の
よ
う
に
ふ
く

よ
か
な
形
の
釜
を
い
う
。
名
物
に
天て

ん
み
ょ
う明

作
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
松
平
伯
州　

ま
つ
だ
い
ら
は
く
し
ゅ
う　

松
平
伯
耆
守
氏
信
か
。
伯
州
と

は
伯
耆
守
の
こ
と
を
指
す
が
、
江
戸
時
代
に
松
平
姓
の
伯
耆
守
は
五
名
い
る
。

松
平
信
久
・
氏
信
・
定
秀
・
近
明
・
庸
倫
で
あ
る
。
そ
の
内
、
元
禄
十
三
年
に

生
ま
れ
て
い
な
い
か
、
ま
だ
伯
耆
守
に
な
っ
て
い
な
い
三
名
を
除
く
と
信
久

（
寛
永
六
年
〈
一
六
二
九
〉
―
承
応
元
年
〈
一
六
五
二
〉）
か
氏
信
（
慶
長
十
八

年
〈
一
六
一
三
〉
―
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
よ

り
元
禄
十
三
年
に
近
い
時
代
を
生
き
た
人
物
と
す
れ
ば
氏
信
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
記
録
が
後
年
に
写
し
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
享

保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
伯
耆
守
と
な
っ
た
松
平
庸つ

ね
と
し倫

と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
後
座　

ご
ざ　

浜
本
宗
俊
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
後
座
と
は
客

中
立
ち
し
た
後
、
軸
を
巻
き
上
げ
、
向
釘
に
花
を
入
れ
、
道
具
畳
に
水
指
・
茶

入
を
飾
り
付
け
て
客
を
迎
え
入
れ
濃
茶
を
点
て
、
後
炭
を
直
し
薄
茶
を
点
て
て

一
会
を
終
わ
る
。
後
座
は
陽
な
れ
ば
、
外
つ
り
の
簾
も
外
し
お
く
。
客
か
ら
い

え
ば
「
後
入
り
」、
主
側
か
ら
は
、
中
立
ち
前
は
「
初
座
」
で
あ
り
、
中
立
ち

後
は
後
座
と
い
う
。

（
９
）
掃
部
殿　

井
伊
掃
部
頭
の
こ
と
で
あ
る
が
、
元
禄
十
三
年
正
月
十
七
日
の

時
点
で
の
井
伊
掃
部
頭
は
大
老
井
伊
直
興
（
な
お
き
）
で
あ
る
。

（
10
）
楼
梅　

ろ
う
ば
い　

マ
ン
サ
ク
の
花
の
こ
と
か
。
金
楼
梅
で
あ
れ
ば
マ
ン

サ
ク
で
あ
る
。「
マ
ン
サ
ク
」
は
他
の
花
木
に
先
駆
け
て
「
ま
ず
咲
く
」
こ
と

を
語
源
と
す
る
。
シ
ナ
マ
ン
サ
ク
は
中
国
産
の
マ
ン
サ
ク
で
あ
る
が
、
他
の
マ

ン
サ
ク
よ
り
も
さ
ら
に
一
月
ほ
ど
も
早
く
咲
く
。
開
花
は
所
に
も
よ
る
が
福
岡

市
植
物
園
で
は
十
二
月
か
ら
一
月
と
い
う
。
楼
梅
が
蝋
梅
を
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
雪せ

っ
ち
ゅ
う
し
ゆ
う

中
四
友
と
呼
ば
れ
、
雪
の
中
で
咲
く
と
い
う
四
つ
の
花
の
う
ち
の
一
つ

で
、
別
名
唐
梅
と
呼
ば
れ
る
花
。
開
花
期
は
一
二
月
か
ら
二
月
で
あ
る
。

（
11
）
古
唐
津　

こ
か
ら
つ　

河
原
正
彦
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
古
唐

津
は
唐
津
を
中
心
と
す
る
肥
前
一
帯
で
焼
成
さ
れ
た
唐
津
焼
の
作
品
の
う
ち
、

室
町
末
期
か
ら
桃
山
・
江
戸
初
期
と
み
ら
れ
る
作
品
を
、
俗
に
古
唐
津
と
呼
ん

で
い
る
。

（
12
）
熊
川　

こ
も
が
い　

赤
沼
多
佳
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
こ
も
が

い
は
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
慶
尚
南
道
の
熊
川
港
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
に

こ
の
名
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
お
そ
ら
く
熊
川
よ
り
や
や
奥
ま
っ
た
地
域
の
窯
で

焼
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
口
端
が
外
反
り
し
、
胴
に
丸
み
の
あ
る

独
特
の
姿
で
、
深
い
見
込
中
央
に
鏡
と
よ
ば
れ
る
円
形
の
茶
溜
り
が
あ
る
も
の

が
多
く
、
鏡
の
小
さ
い
も
の
が
特
に
喜
ば
れ
る
。
高
台
は
大
ぶ
り
で
、
多
く
は

土
見
せ
で
あ
る
。
胎
土
は
鉄
分
の
多
い
ね
っ
と
り
と
し
た
も
の
と
、
鉄
分
が
少

な
く
白
み
を
お
び
た
も
の
と
が
あ
り
、
釉
色
は
朽
葉
色
を
主
と
し
て
、
青
み
を

帯
び
た
も
の
も
あ
る
。
熊
川
は
作
ゆ
き
の
違
い
に
よ
っ
て
真
熊
川
・
鬼
熊
川
・

紫
熊
川
・
ヌ
メ
リ
熊
川
な
ど
と
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
熊
川
の
中
の

古
作
の
も
の
を
咸
鏡
道
の
産
と
考
え
、「
カ
ガ
ン
ド
の
て
」
と
称
し
た
こ
と
も

あ
る
。

（
13
）
ろ
て
い　

驢
蹄　

小
田
栄
一
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
驢
蹄
と
は

唐
物
茶
入
の
形
状
の
一
。
驢
蹄
口
と
も
い
い
、
口
が
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
て
い

て
、
驢ろ

ば馬
の
蹄ひ

づ
め

の
形
に
似
て
い
る
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。『
茶
器
弁
玉
集
』
に

「
驢
蹄
口
と
云
ふ
こ
と
は
、
驢
蹄
と
書
き
、
う
さ
ぎ
う
ま
の
ひ
づ
め
と
読
め
り
、

口
造
り
馬
の
爪
蹄
（
そ
う
て
い
）
に
似
た
る
故
に
い
へ
り
」
と
あ
る
。
名
物
と

し
て
は
「
成
瀬
」「
紅
屋
」「
宗
半
」「
中
屋
」「
道
純
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
。　

（
14
）
ま
由
者
こ　

ま
ゆ
ば
こ　

蚕
の
繭
の
よ
う
に
、
真
ん
中
あ
た
り
が
少
し
細

く
な
っ
た
筒
の
こ
と
か
。

（
15
）
細
川
三
斎　

ほ
そ
か
わ
さ
ん
さ
い　

細
川
忠た

だ
お
き興
の
こ
と
。
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
―
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）。
村
井
益
男
氏
（『
国
史
大
辞
典
』）

に
よ
れ
ば
、
細
川
忠
興
は
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
前
期
の
武
将
、
茶
人
。
山
城

国
勝
竜
寺
城
主
細
川
藤
孝
の
長
子
と
し
て
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
十
一
月

十
三
日
京
都
に
生
ま
れ
た
。
母
は
沼
田
光
兼
の
女
麝
香
（
の
ち
の
光
寿
院
）。
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目
で
豊
後
国
杵
築
六
万
石
を
加
増
し
た
。
同
年
九
月
関
ヶ
原
の
戦
が
お
き
る
と

家
康
軍
に
属
し
て
行
動
し
、
美
濃
国
岐
阜
城
を
攻
略
、
九
月
十
五
日
の
合
戦
で

は
忠
興
軍
は
首
級
百
三
十
六
を
挙
げ
、
そ
の
後
父
幽
斎
の
丹
後
田
辺
城
を
救

援
、
さ
ら
に
丹
波
福
知
山
城
の
小
野
木
公
郷
を
降
す
な
ど
し
た
が
、
大
坂
屋
敷

に
残
留
し
て
い
た
妻
の
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
を
失
う
な
ど
の
犠
牲
も
払
っ
た
。
戦
後

の
論
功
行
賞
で
は
豊
前
一
国
と
豊
後
国
国
東
郡
お
よ
び
同
国
速
見
郡
の
旧
領
計

三
十
九
万
九
千
石
が
与
え
ら
れ
、
慶
長
五
年
十
二
月
新
領
国
に
移
り
豊
前
中
津

城
に
入
城
、
翌
六
年
に
は
新
領
の
検
地
、
知
行
割
を
行
い
、
七
年
に
は
関
門
海

峡
を
抑
え
る
小
倉
の
地
に
新
城
を
築
き
こ
れ
に
移
る
な
ど
領
国
体
制
を
整
備
し

た
。
大
坂
の
陣
を
経
て
元
和
四
（
一
六
一
八
）、
五
年
ご
ろ
か
ら
病
気
が
ち
に

な
り
、
隠
居
を
幕
府
に
願
い
、
同
六
年
閏
十
二
月
許
可
さ
れ
て
嗣
子
忠
利
に
家

督
を
譲
り
、
剃
髪
し
て
三
斎
宗
立
と
号
し
、
中
津
城
を
隠
居
城
と
し
て
こ
れ
に

移
り
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
十
月
加
藤
忠
広
改
易
の
あ
と
を
う
け
て
忠
利

が
肥
後
熊
本
に
国
替
え
に
な
る
と
、
八
代
城
を
隠
居
城
と
し
て
同
年
十
二
月
こ

こ
に
移
っ
た
。
寛
永
十
八
年
三
月
忠
利
は
父
に
先
立
っ
て
死
ん
だ
が
忠
興
は
長

寿
を
保
ち
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
十
二
月
二
日
八
十
三
歳
の
高
齢
を
も
っ

て
八
代
に
没
し
た
。
法
号
は
松
向
寺
三
斎
宗
立
大
居
士
。（
中
略
）
し
か
し
一

面
で
は
、
そ
の
家
柄
も
あ
っ
て
当
時
屈
指
の
文
化
的
教
養
の
持
主
で
も
あ
っ

た
。
武
家
故
実
に
通
じ
て
い
た
ほ
か
鷹
狩
・
能
・
和
歌
・
連
歌
な
ど
を
好
ん
だ

が
、
特
に
茶
湯
に
お
い
て
は
千
利
休
の
高
弟
で
利
休
七
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
天
正
十
五
年
の
北
野
の
大
茶
会
で
は
自
身
の
茶
屋
を
影よ

う
ご
う向

の
松
の
根

か
た
に
構
え
、
こ
れ
を
松
向
庵
と
名
付
け
た
の
で
、
こ
れ
が
法
号
の
松
向
寺
殿

の
も
と
と
な
っ
た
。
忠
興
の
茶
湯
の
系
統
を
三
斎
流
と
よ
び
、
そ
の
門
弟
一
尾

伊
織
が
お
こ
し
た
一
尾
流
も
そ
の
一
流
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
忠
興
の
多
面

的
な
行
動
、
特
に
慶
長
五
年
以
後
に
つ
い
て
は
約
二
千
通
に
も
の
ぼ
る
彼
の
書

状
が
そ
の
面
目
を
伝
え
て
い
る
。

（
16
）
玉
澗　

ぎ
ょ
く
か
ん　

古
原
宏
伸
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
玉
澗

は
宗
末
元
初
の
詩
画
僧
。
中
国
で
は
佚い

つ
め
い名

の
画
家
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
玉
澗
の
別

幼
名
は
熊
千
代
。
生
後
間
も
な
く
、
将
軍
足
利
義
輝
の
命
に
よ
り
細
川
輝
経
の

養
子
と
な
り
、
そ
の
家
名
を
継
い
だ
が
、
実
際
に
は
父
母
の
手
許
で
養
育
さ
れ

た
。（
中
略
）
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
二
月
、
織
田
信
長
が
雑
賀
一
揆
を
攻

撃
し
た
と
き
、
父
藤
孝
と
と
も
に
従
軍
し
て
和
泉
国
貝
塚
合
戦
で
初
陣
、
続
い

て
松
永
久
秀
攻
撃
に
も
参
加
、（
中
略
）
以
後
摂
津
・
播
磨
・
丹
波
・
丹
後
方

面
に
父
と
と
も
に
転
戦
、
同
八
年
七
月
信
長
か
ら
丹
後
十
二
万
石
余
を
与
え
ら

れ
、
八
月
入
国
、
は
じ
め
八
幡
山
城
に
居
し
、
の
ち
宮
津
城
を
築
い
て
こ
れ
に

移
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
同
六
年
八
月
に
は
明
智
光
秀
の
女
玉
（
の
ち
の
ガ
ラ

シ
ャ
・
秀
林
院
）
を
妻
に
迎
え
た
。
同
十
年
の
本
能
寺
の
変
で
は
、
信
長
を
倒

し
た
あ
と
光
秀
は
細
川
父
子
の
協
力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し

彼
ら
は
直
ち
に
髻
を
払
っ
て
信
長
に
対
す
る
弔
意
を
表
わ
し
、
ま
た
忠
興
は
妻

を
丹
後
国
味
土
野
（
京
都
府
竹
野
郡
弥
栄
町
）
の
山
中
に
蟄
居
さ
せ
る
な
ど
し

て
光
秀
に
与
せ
ず
、
反
光
秀
の
行
動
を
示
し
た
。
事
変
後
政
局
の
主
導
権
を

握
っ
た
羽
柴
秀
吉
は
、
こ
の
よ
う
な
細
川
父
子
に
対
し
「
別
し
て
入
魂
」
の
旨

の
誓
紙
を
送
る
と
と
も
に
、
忠
興
に
は
丹
後
国
一
円
知
行
を
安
堵
す
る
書
状

を
送
り
（
天
正
十
年
七
月
十
一
日
）
報
い
た
。
本
能
寺
の
変
を
契
機
に
藤
孝
は

剃
髪
、
隠
居
し
て
幽
斎
玄
旨
と
号
し
、
忠
興
が
当
主
と
な
っ
た
。
秀
吉
政
権
下

に
入
っ
た
忠
興
は
、
そ
の
後
小
牧
・
長
久
手
の
戦
、
九
州
平
定
、
関
東
平
定
な

ど
秀
吉
の
天
下
統
一
に
協
力
、
こ
れ
に
伴
っ
て
官
職
も
進
み
天
正
十
三
年
七
月

十
一
日
従
四
位
下
侍
従
、
十
六
年
に
は
左
近
衛
少
将
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
秀

吉
の
朝
鮮
出
兵
に
あ
た
っ
て
は
文
禄
の
役
に
出
陣
、
主
と
し
て
慶
尚
道
方
面
で

行
動
し
た
が
、
晋
州
城
攻
撃
で
は
多
大
の
損
害
も
出
し
た
。
講
和
交
渉
の
た
め

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
閏
九
月
に
帰
国
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
九
月
の

秀
吉
と
明
使
の
接
見
に
は
忠
興
は
奏
者
役
を
勤
め
、
こ
の
と
き
従
三
位
参
議
に

昇
任
、
越
中
守
に
任
じ
ら
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
没
後
は
武
将
派
の
一
人
と
し
て

石
田
三
成
と
対
立
、
慶
長
四
年
十
一
月
に
は
徳
川
家
康
・
秀
忠
に
別
心
な
い
旨

の
誓
紙
を
出
し
て
家
康
勢
力
側
に
投
じ
三
男
光
（
の
ち
の
忠
利
）
を
証
人
と
し

て
江
戸
に
送
っ
た
。
家
康
は
こ
れ
に
対
し
五
年
二
月
、
大
坂
の
台
所
料
と
の
名
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号
を
も
つ
画
僧
に
は
、
瑩え
い

玉
澗
・
孟も
う

玉
澗
・
彬ひ
ん

玉
澗
・
芬ふ
ん

玉
澗
の
四
人
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
珍
重
さ
れ
、
ま
た
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」「
廬
山
図
」
の

筆
者
と
し
て
は
、
芬
玉
澗
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
法
名
は
若
芬
、
字
は
仲
石
、

号
は
玉
澗
、
浙
江
の
婺ぶ

州
金
華
の
出
で
、
俗
姓
は
曹
氏
。
天
台
宗
に
入
り
、
杭

州
天
竺
寺
の
書
記
を
経
て
各
地
を
遊
歴
し
た
。
晩
年
故
郷
に
帰
っ
て
詩
画
三
昧

の
風
流
を
楽
し
み
、
八
十
歳
で
示
寂
し
た
。
諸
国
の
自
然
景
観
を
粗
放
な
筆
墨

で
即
興
的
に
映
し
出
し
た
山
水
画
に
は
、
多
く
の
自
作
の
詩
を
題
し
た
と
い

い
、
上
述
の
名
品
二
点
（
重
文
）
に
も
巧
み
な
詩
が
書
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）
芦
屋　

芦
屋
釜　

あ
し
や
が
ま　

長
野
裕
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、

芦
屋
釜
は
茶
湯
釜
の
一
。
筑
前
国
芦
屋
津
（
現
、
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
に

て
作
ら
れ
た
釜
の
こ
と
。
芦
屋
は
天て

ん
み
ょ
う命

と
な
ら
び
代
表
的
鋳
造
地
と
し
て
古
く

か
ら
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
。（
中
略
）
芦
屋
の
鋳
造
史
を
考
え
る
時
、
文
献
・

遺
品
が
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
確
な
こ
と
は
な
に
も
分
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。（
中
略
）
芦
屋
釜
の
形
姿
は
繰
り
口
・
丸
肩
・
錣し

こ
ろ羽

・

丸
底
に
煙
返
し
の
あ
る
真
形
で
あ
り
、
鐶
付
は
多
く
鬼
面
で
あ
る
。
文
様
は
松

竹
梅
・
桜
・
花
・
馬
・
山
水
・
霰
な
ど
が
多
く
無
地
紋
釜
は
少
な
い
。（
中
略
）

芦
屋
は
安
土
桃
山
時
代
以
後
、
そ
の
勢
力
は
急
速
に
衰
え
て
い
る
。（
中
略
）

芦
屋
釜
は
幾
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
真
形
に
文
様
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
長
年
続

け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
好
釜
の
多
様
化
し
た
世
界
に
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

（
18
）
極　

き
わ
め　

小
田
栄
一
氏
（『
角
川
茶
道
』）
に
よ
れ
ば
、
道
具
を
鑑
定

す
る
こ
と
を
極
め
る
と
い
い
、
こ
れ
を
証
明
す
る
も
の
を
極
と
い
う
。
極
は
料

紙
を
用
い
る
場
合
と
、
箱
に
記
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
ま
た
書
画
で
は
直
接

紙
中
に
記
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
紙し

ち
ゅ
う
ぎ
わ
め

中
極
と
い
う
。
極
を
記
し
た
料

紙
を
極
札
と
い
い
、
添
え
包
・
箱
貼
・
外
題
な
ど
の
体
裁
で
道
具
に
付
属
す

る
。
書
画
で
は
古
筆
家
を
は
じ
め
鑑
定
を
専
門
と
す
る
家
が
生
ま
れ
、
手
軽
い

ほ
う
か
ら
順
に
、
正し

ょ
う
ひ
つ
が
き

筆
書
・
極
札
・
折
紙
の
三
段
階
の
鑑
定
書
を
発
行
し
た
。

茶
器
で
は
同
系
流
の
人
の
極
が
多
く
、
茶
家
の
歴
代
宗
匠
の
箱
書
も
一
種
の
極

の
役
を
果
た
し
て
い
る
。

（
19
）
い
た
た
い　

板
鯛　

板
付
き
の
鯛
の
か
ま
ぼ
こ
の
事
か
。

11
『
飲
食
事
典
』

に
よ
れ
ば
、
か
ま
ぼ
こ
の
発
生
は
室
町
中
期
と
い
わ
れ
る
。
当
初
の
製
法
は
今

の
チ
ク
ワ
で
、
魚
の
す
り
肉
を
細
竹
に
塗
り
付
け
炭
火
に
炙
っ
て
焼
成
し
た
形

が
、
水
辺
に
生
ず
る
蒲
の
穂
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
呼
称
と
称
せ
ら
れ
て
い

る
。『
運
歩
色
葉
集
』（
一
五
四
八
）
に
も
「
蒲
穂
子
」
と
あ
る
な
ど
か
ら
見

て
、
最
初
の
カ
マ
ボ
コ
が
現
在
の
焼
チ
ク
ワ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
摂

戦
実
録
大
全
』（
一
七
五
二
）
に
豊
臣
秀
頼
が
伏
見
か
ら
大
阪
城
に
帰
っ
た
時
、

板
付
カ
マ
ボ
コ
を
つ
く
ら
せ
た
と
の
記
事
が
あ
る
の
を
事
実
と
す
る
と
、
遅
く

も
桃
山
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
。
板
付
カ
マ
ボ
コ
は
『
大
草
殿
よ
り

相
伝
之
聞
書
』（
一
六
八
二
）
に
は
そ
の
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
手
法
は
板

に
塗
り
つ
け
て
炙
っ
て
作
る
焼
き
カ
マ
ボ
コ
で
あ
る
。
重
引
き
は
焼
き
物
で
あ

る
。

（
20
）
こ
ま
ほ
う
ろ　

ご
ま
ぼ
う
ろ　

ボ
ー
ロ
。
洋
菓
子
の
一
。

12
『
飲
食
事
典
』

に
よ
れ
ば
、
ボ
ー
ロ
等
の
菓
子
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か

ら
で
、
全
国
的
に
有
名
な
の
は
京
都
の
蕎
麦
ぼ
う
る
だ
が
、
同
じ
三
条
に
河
道

屋
と
河
み
ち
屋
と
同
音
の
両
店
が
併
立
し
て
「
ボ
ー
ル
」
と
「
ボ
ー
ロ
」
と
の

二
様
に
わ
か
れ
て
い
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
や
『
長
崎
夜
話
草
』
に
は
「
保

宇
留
」（
ボ
ウ
ル
）
と
あ
っ
て
こ
の
方
が
古
い
呼
称
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
江
戸

に
移
っ
た
の
は
一
八
世
紀
の
天
明
以
降
で
「
丸
ぼ
う
る
」「
胡
麻
ぼ
う
る
」「
花

ぼ
う
る
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
西
国
方
面
に
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
佐
賀

の
丸
芳
露
は
直
接
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
称
し
、
讃
岐
（
香
川

県
）
豊
浜
の
丸
ぼ
う
ろ
は
一
七
世
紀
の
慶
長
年
間
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
人
直
伝
と

い
っ
て
い
る
。

謝
辞本

研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
資
料
収
集
に
ご
協
力
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き
ま
し
た
名
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市
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左
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庫
の
皆
様
に
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ま
た
翻
刻
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
社
会
専
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11
．
本
山
荻
舟
『
飲
食
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
、
一
一
七
頁
）

12
．
前
掲
載
文
献
11
（
五
五
六
〜
五
五
七
頁
）

修
・
中
村
修
也
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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